第一回See-D コンテスト Innovation Challenge応募用紙（ビジネス部門）


１、応募書類作成に当たる注意事項

1) 本書類は第一回See-DコンテストInnovation Challengeの応募書類になります。必ず本書類を使用してください

2) 応募書類は【表紙】、【エグゼクティブサマリー】、【事業計画書】、の3部構成になります。各ページの説明に沿って、応募書類を作成してください。一次審査については【表紙】、【エグゼクティブサマリー】の提出、2次審査に進んだチームは【事業計画書】の提出が必要になります。
3) １次の応募締切は、2011年1 月30日（日）24:00までとなります。

4) 応募の際は、必要事項を記入し、E-mailに添付してご提出ください。

5) 提出の応募書類及び設計図などのファイル形式はWord（※拡張子は「.doc」または「.docx」でお願い致します。もしくはPDFに限らせていただきます。
6) ファイル名を、個人応募の場合は、「申請者氏名」_Seed1ExecSummary.doc(.docx)、チーム応募の場合は、「(チーム名）_Seed1ExecSummary.doc(.docx)と記入後、『名前を付けて保存』をした上でご応募ください。例：「長谷川太郎_SeeD1ExecSummary.docx」、「Openinnovation_SeeD1ExecSummary.pdf」
7) また応募書類とは別に、応募者の経歴・所属などプロフィールを別ファイルにて送付ください。ファイル名は上記7)と同じ手順になります

8) 応募書類の送付は：apply-ic@see-d.jp。応募に関するお問い合わせは：info@see-d.jpまでご連絡ください
【A】表紙

下記の項目を記入して、【表紙】としてください。
	ビジネスプラン名称
	*今回応募するビジネスアイディアの名称を記入してください

	個人/チーム名
	*個人またはチーム名を記入してください（チームの場合はチームメンバーの全員の氏名連絡先、及び代表者の氏名を記入してください）例：
長谷川太郎  hasegawa@yahoo.co.jp （代表）

三木谷次郎  mikitani@gmail.com

	対象分野
	*下記の分野から一つお選びください
下記の分野から一つお選びください

· 生活用水（浄水器具、集水・貯水関連など）
· 生活全般（家事用品、保管・保存用製品、住居関連など）
· 医療衛生（保健衛生用品、トイレなど）
· 教育（勉強道具、学校の機材など）
· エネルギー（小型発電機、蓄電池など）
· 産業全般（農機具、小型かんがいポンプ、漁具、貯蔵・冷凍用製品、輸送関連、新規産業育成関連など）

	希望するメンター
	See-Dの公式ホームページの「メンター一覧」の中からお選びください

	メンターへのアピールポイント
	希望するメンターへのアピールポイントを記入してください


【B】Executive Summary

エグゼクティブサマリー（事業プランの概要）フォーマット
以下のフォーマットに沿って作成したビジネスプランのExecutive Summaryを一次審査書類と致します。審査の関係上、必ず内容をA4  3枚以内（厳守）に収めてください。各項目の分量は適宜ご調整ください。また、項目を増やしてくださってかまいません。ここに書かれている項目は最低限となっております。各項目の説明は、削除していただてかまいません。また必要ならば図や表を用いて構いません。提案する製品のイメージを審査委員に持って頂くために、製品のスケッチの提出をお願いします。審査員が見られる形であれば、スケッチは手書きでもグラフィックでもかまいません。なお、応募書類提出する際に、この段落の文書を削除して頂いても結構です。
1. 事業要旨
【会社・事業概要】：
事業分野及び想定している起業場所・起業形態について記入してください
【ビジョン・ミッション】：
どのような理念で、どのような問題を解決するためのビジネスかを示してください

【価値提案】：
このビジネスを通じてどのような価値を提供しようとしているかを示してください
2. 提案製品による問題解決までのストーリー（製品を導入することによるおける問題点・課題解決までの流れ）
【問題・課題提起】：
解決しようとしている問題・課題は何か？具体的な問題状況に触れながら述べてください
【提案製品】：
製品の使用方法やデザインについて簡潔に示してください。また、製品のスケッチを別紙にて添付してください。
【提案製品による問題解決】：
上記の製品を販売することによって、想定している問題をどのように解決できるかについて説明してください
【競合状況】：
現状の市場はどのようになっているか？潜在的競合相手を明示し、その競合に対してどのような競争優位性を持っているかについて簡潔に示してください

3. 事業の概要
【顧客定義】：
製品を提供する顧客を誰とするか？なぜその顧客層を選定したかについて説明してください

【顧客アクセス】：
どのようなチャネルを用いて顧客の認知度を向上させるか？どのような戦略で顧客に製品の価値を理解してもらうかについて述べてください
【製品製造流通方法】：
どのように量産するか？対象国の流通の現状の中、どのようなチャネルを用いて、製品を流通させて、かつメンテナンスを行うのかについて説明してください
【収益モデル】：
収益構造、価格設定などについて示してください。
4. 事業の見通
【事業実施体制】：
マネジメントチームの各役割の定義や対象国において必要とされる現地パートナーなどについて簡潔に述べてください
【事業ロードマップ】：
事業化に向けた各ステップ（例：現地再調査、製品発売、顧客獲得、他国への展開などにおいてのマイルストーン）について示してください。賞を受賞した際の賞金の使い道についても、概略を説明してください。
【C】事業計画書（ビジネスプラン）

事業計画書については、上記のExecutive Summaryで示されている項目の内容を記述すると同時に下記の項目についても述べてください。内容については、必ずA4  15枚以内（厳守）に収めてください。各項目の分量や記述方法については自由です。ビジネスプランの作成にあって、不明な点がありましたら、事業計画書作成方法を参考してください。なお、最終審査・発表会用に、試作品を提出ください。難しい場合は、製品設計図でも代替可能です。
追加項目
5. 自立発展性
【財務計画】：
提案されたビジネスプランが今後自立的に発展していくための指標として、今後3年間の収支計画を作成してください。

· ビジネスプランを実行するために要する投資金額の概算

· 今後３年間の財務予測や損益分岐点などの概算（可能の限り財務諸表を添付すること）
6. インパクト
【問題に対するインパクト】：
解決しようとしている問題・課題はどの程度改善するか？可能であれば、数字を用いてそのインパクトを検証し、簡潔に述べてください。

【社会的インパクト】：
提案された事業計画は社会全体にどのようなインパクトをもたらすか？または環境面や社会面においてマイナスのインパクトが起こらないか。起こる場合は、どのような対策をとる予定なのかについて述べてください
*インパクトを測定するための観点について、下記のリンクをご参照ください

7. イノベーション

【製品の観点から】：
提案された製品が、既存の製品と一線を画す創造力に富む製品であることについてアピールしてください

【ビジネスモデルの観点から】：
提案された事業計画の中で、既存の競争ルールや業界の常識を打破するビジネスモデルであるということをアピールしてください。（例：新たなチャネルや収益モデルの創出など）
8. 別添資料

試作品（難しい場合は、製品設計図）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜以上＞
応募ID:    (内部使用)



 [image: image1.jpg]SC%

contest
enesnssacmes





[image: image1.jpg]